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Ⅰ　基本情報

Ⅱ　令和6年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

業務の範囲

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化防止対策及び環境配慮の推進

『豊かな子ども文化に彩られた未来創造のまち・さっぽろ』
　札幌市こどもの劇場やまびこ座は、「人形劇、児童劇などの制作
及び発表と制作団体の育成を通じて、青少年の情操のかん養を図
り、もってその健全な育成その他の活動に資すること」を目的に設
置された施設である。
　全国的にも珍しい子どものための専門劇場であり、子どもたちが
人形劇や演劇などに親しみ、笑顔あふれ、夢を持って育つことを願
い、運営を行うことを基本方針として策定した。

　人形劇や演劇等、子どもたちのために舞台表現活動を行う団体
に対しては幅広く受け入れ、優れた作品を上演できるよう支援を
行った。劇場職員は、観客である子どもとその家族を温かく迎え入
れ、親しみやすい雰囲気を作ると共に、上演する団体の支援者と
なることに努めた。

・施設設置の理念に基づき、
基本方針を策定した。市民
にとっての劇場のあり方と、
地域における劇場の役割を
具体化し実践することができ
た。また、当方針を達成する
ため全職員が意識を１つに
して、親しみやすい劇場作り
に努めた。

　環境行動マニュアルに基づき、環境保全を意識しながら業務を推
進した。
　環境保全に配慮した行動を職員や利用者に周知し、エネルギー
使用量削減の啓発に努めた。

・環境行動マニュアルに基づ
き、各エネルギー(電気、水
道、ガス等)の節約に努め、
施設運営を行うことができ
た。

指定管理者評価シート

事業名 こども劇場管理運営 所管課（電話番号）
子ども未来局子ども育成部
子どもの権利推進課（211-2942）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

昭和63年（1988年）6月 延床面積

札幌市こどもの劇場　やまびこ座 所在地 東区北27条東15丁目1-1

所管局の評価

施設数：1

名称

人形劇等の制作･発表の場の提供、人形劇等の制作に関する指導ならびに資料収集・提供情報、講演会･展示会・講
座

項　目 実施状況

1495.37㎡

主要施設

人形劇、児童劇等の制作及び発表と制作団体の育成を通じて青少年の情操のかん養を図り、もってその健全な育成
その他活動に資する。

ホール、会議室（1室）、研修室（1室）、美術工作室（1室）、ロビー・展示室

非公募

非公募の場合、その理由：札幌市こどもの劇場「やまびこ座」は、全国でも数少ない子ども専用劇場として、子どもを対
象とした人形劇、児童劇等を専門に取り扱う施設であるという特殊性から、指定管理者には貸館業務にとどまらず、人
形の制作や操作から、脚本、演出に至るまでの専門的知識や豊富な経験を有する適正な人材を確保し、指定管理者
自らが人形劇、児童劇等の制作及び発表を行うこと、並びに担い手である制作団体を育成することが求められ、特に
担い手の育成については専門性と継続した取組が不可欠であるため。

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定管理者
の自己評価

指定単位
施設数：1

複数施設を一括指定の場合、その理由：

名称

募集方法

施設維持管理業務、事業の計画･実施業務、施設の使用承認業務等

公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会

令和5（2023年）4月1日～令和10年（2028年）3月31日

　施設の設置目的
及び役割等を踏ま
えた基本的な方向
性が明確化された
方針となってい
る。
　また、施設の特
徴を踏まえ、平等
利用とともに、専
門性を伴いながら
も市民目線の
サービス提供が積
極的になされてい
る。
　今後も施設の設
置目的に基づい
た施設管理を継
続して行っていくこ
と。
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・施設の良好な維持管理の
ため、事前に承認を得た業
務について専門業者への再
委託を行った。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事者の確
保・配置、人材育成）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、受託者へ
の適切監督、履行確認）

▼　下記の業務について再委託を行い、当該契約に基づき、必
要な指導、指示及び検査を行った。

　管理運営組織は
適性に確立されて
おり、緊急時の体
制も整っている。
　子どものための
専用劇場という特
異な施設であるこ
とを念頭においた
十分な派遣研修
が実施されている
点は評価できる。
特にソーシャルイ
ンクルージョンに
関して、他都市で
の舞台手話付き
公演への職員派
遣や文化庁の研
修を通して、職員
の意識向上に結
びつけることがで
きた点は評価でき
る。
　今後も継続し
て、職員の資質を
向上させ、利用者
満足等に反映され
るように努めるこ
と。

・公益財団法人さっぽろ青少
年女性活動協会職員研修
計画に基づき、各職員の資
質向上を目指した研修を実
施した。

・財団内の他部門との情報
共有や協働実施を行い、よ
り質の高い事業展開に結び
つけることができた。

▼財団内のネットワークシステムを活用した情報共有、担当者間
や所属職員間で定例の職員会議を実施し、管理水準の向上に努
めた。
▼日常業務のブラッシュアップを行い、業務効率の向上を図った。
また、施設点検による安全面の確認を随時行った。
▼職員によるプロジェクトを組織し、将来の劇場の在り方や広報戦
略を検討した。

・管理業務を適切に行うた
め、人形劇や児童劇、舞
台、照明、音響に係る専門
職員をはじめ、管理に係る
職員を適正に配置し、組織
を確立した運営を行った。

・職員として専門性を高める
ため、児童文化関連施設や
各種事業・研修会に職員を
派遣し、職員一人ひとりが創
造者として利用者と関わる
べく多様な場で研鑽に努め
た。施設利用者のニーズに
応える市民サービスの向上
につながったといえる。

・職員の学び合いの場とし
て、想像力や協力する力を
育む人形劇創作（人形劇ゼ
ミナール研修）や、子どもた
ちの体験・表現活動への理
解を深めるための研修に参
加し、職員育成の場として非
常に有効な機会とすること
ができた。

・今期の指定管理業務の柱
の一つに掲げた「ソーシャル
インクルージョン（社会的包
括）」機能を有した事業とし
て、文化庁からの事業受託
の実践に伴い、関係者・団
体と協働での新たな取り組
みと研修の場の設定により
学びを深められた意義は大
きい。職員としての意識向上
と、人材育成の両面から成
果に結びつけることができ
た。

▼　統括責任者を1名配置した。
▼　事務分掌、緊急連絡体制等を定めた。
▼　人材育成
(1)派遣研修(劇場運営関係)
　国内外の人形劇関係機関及び児童文化関係施設との連携を
密にすることで、職員の専門性向上に努めた。
・広域文化支援ネットワーク形成事業
　9月8日（日）～16日（月）
　豊岡演劇祭2024舞台手話付き公演　職員1名
　9月12日（木）
　公益社団法人日本照明家協会北海道支部第3回技術セミナー
職員1名
　2月16日（日）～19日（水）
　舞台・テレビジョン照明のための公開講座および技能認定一
級試験　職員1名
　3月1日（土）～2日（日）
　劇場の情報保障セミナー　職員1名
　8月23日（金）～25日（日）、10月12日（土）～13日（日）、
　11月1日（金）～4日（月・祝）、12月21日（土）～22日（日）、2月
15日（土）～16日（日）、3月7日（金）～10日（月）
　人形浄瑠璃ワークショップ対応　職員3名（福島県）
・砂川人形劇創作体験プログラム
　6月6日(木)～3月16日（日）
　講師派遣、講師補助　職員1名
・地域別劇場・音楽堂等職員地域別アートマネジメント研修（北
海道地域）
　12月11日（水）　職員1名
・こども人形劇フェスティバル in sunagawa
　3月16日（日）　職員5名

(2)こどもの劇場・こども人形劇場職員研修
・職員研修
　人形劇ゼミナール（人形劇指導研修）※児童会館部門と共同
　4月25日（木)～7月14日（日）　職員4名
・文化庁　障害者等による文化芸術活動推進事業「文化の扉を
ひらこう！」
　研修「こどもの理解」
　8月22日（木）職員1名
・テールゲートリフター講習
　6月19日（水）、8月28日（水）　職員6名
・刈払機取扱作業者安全衛生教育
　6月5日（木）　職員1名

(3)公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会職員研修
・コンプライアンス研修
・職位階層別研修
・目標管理制度
・個人情報保護研修
・評価者研修
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2
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7

8

9

10

11

（消防用設備）
道民防災コンサルタ
ント㈱

随意契約（特
命）

清掃業務

（冷温水機及びGHP）
パナソニック産機システムズ
㈱

通年
指名見積合
せ

7･11・3月
随意契約（特
命）

5～8月･
1月

随意契約（特
命）

三和シャッター
工業㈱

帝国セキュリティ㈱

10月

7･11・3月

指名見積合
せ

6・1月

8・2月
随意契約（少
額）

空調衛生設備保守
点検業務

契約方法

機械警備業務

4

随意契約（特
命）

6・1月
随意契約（特
命）

自動扉保守点検業
務

通年
随意契約（特
命）

（給水設備）
北菱産業埠頭㈱

自家用電気工作物
保安管理業務

大崎電気
管理事務所

通年
随意契約（特
命）

塵芥収集業務
(一財)札幌市環境事
業公社

通年
随意契約（特
定）

（自家発電設備）
道民防災コンサルタ
ント㈱

（防火対象物）
道民防災コンサルタ
ント㈱

協議・報告内容

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の開催）

開催回

運営協議会
（第2回）
3月14日

・令和6年度事業報告（上半期）
・セルフモニタリング報告（上半期）
・事業や運営についての意見集約

（非常照明）
道民防災コンサルタ
ント㈱

10月
随意契約（少
額）

東亜産業㈱

　運営協議会や利
用者説明会を実
施し、利用者の
ニーズ把握に努
めており、評価で
きる。引き続き、関
係機関との連携を
図り、より良い施
設運営につなげて
いくよう努めるこ
と。

㈱池下電設

12～3月

・令和6年度事業報告（下半期）
・セルフモニタリング報告（下半期）
・事業や運営についての意見交換

＜協議会委員＞
人形劇団代表、児童劇団代表、やまびこ座読み語りの会代表、
元北星学園大学文学部教授、青少年育成委員会委員長（劇場
所在地域）、札幌市子どもの権利推進課長、札幌市こどもの劇
場館長、札幌市こども人形劇場館長

実施月

三和シャッター
工業㈱

（空調設備）
㈲ケンプラック

通年 指名競争入

運営協議会（第1
回）

11月7日

10月
随意契約（少
額）

（建築）
道民防災コンサルタ
ント㈱

除排雪業務

舞台音響設備点検
業務

舞台吊物及び照明
設備保守点検業務

北三重建㈲

㈱池下電設

契約業者名業務名

オーバースライダー
ドア保守点検業務

建築基準法12条に
基づく点検

12
（機械換気）
道民防災コンサルタ
ント㈱

10月

4・10月
指名見積合
せ

10月
指名見積合
せ

随意契約（特
命）

6
消防用設備等保守

点検業務

随意契約（少
額）

・運営協議会を設置し、委員
の方へ事業実施状況などの
報告を行い、施設運営につ
いての意見交換を行った。

・利用者説明会では、施設
からの連絡事項や今後の劇
団支援事業の内容について
説明し、各劇団からの近況
報告を行った。利用者との
相互理解の場とすることが
できた。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　労働関係法令遵
守のための取組
が積極的に行わ
れている。独自に
ストレスチェックを
行うなど、雇用環
境の維持向上に
向けた取組も進め
られていることは
評価できる。今後
とも労働関係法令
遵守及びワークラ
イフバランスの推
進を含めた雇用
環境の維持向上
に努めること。

　業務・財務検査
の結果、記録・帳
簿等の整備、保
管、事業等の報告
について、適正な
事務処理がなされ
ていることが確認
された。

・労働関係法令に関する理
解を深めると共に、雇用環
境の維持向上に向けた取組
を行うことができた。

・セルフモニタリングにより自
己評価を行い、次の事業運
営の改善につなげることが
できた。

・札幌市による業務・財務検
査を受け、業務改善に努め
た。

▽　要望・苦情対応

・施設利用、劇団支援事業について
・公演スケジュール調整
・各劇団の近況報告

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上

・現金の取扱いについては、
複数職員による確認を行
い、金銭事故防止に努め
た。適切な取扱いを行うこと
ができた。

・意見箱へご意見や苦情を
受けた場合、職員間で内容
を共有して原因分析を即座
に行い、苦情の低減に努め
るよう体制を整えて備えた。

・直接いただいたご意見につ
いては、職員間で内容を共
有して原因分析を即座に行
い、市民に対して丁寧な説
明を行った。

利用者説明会
12月10日

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリングの実
施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己評価の実施）

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

業務財務検査
3月14日

・業務検査
・財務検査

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

▼　業務実施に関する記録、帳簿等の整備、記録保管に努めてい
る。（業務日誌、設備点検記録、事業記録、経理書類、現金出納簿
等）
▼　劇団及び観客、事業参加者に対し、アンケート調査を実施し、
常に市民からの声に耳を傾けている。

▼　職員の勤務時間を適正に管理するため「勤怠管理システム」を
導入し、法令遵守に結び付けた。
▼　職員の健康管理に係る取組みとして、産業医を導入した。
▼　法令に基づき、時間外労働または休日労働させる場合の労使
協定（36協定）を労働者と締結し、労働基準監督署に届出を行っ
た。
▼　職員の勤務形態、家族状況などに応じて年金保険、医療保険
に加入した。また、必要に応じて適正に届出などを行った。
▼　常勤職員のほか1年以上の有期雇用者に対して、1年に1回定
期健康診断を実施したほか、再検査の費用負担を行った。
▼　正規職員を新たに雇用する際、現在の非正規職員から希望者
を募り、内部登用試験を実施した。
▼　労災保険加入と、条件を満たす労働者を雇用保険に加入し
た。
▼　法人として全ての常勤職員を対象にストレスチェックを実施し
た。

▼　資金管理については、指定管理業務、自主事業ごとの区分経
理を実施している。
▼　金銭等の取扱いについては、当財団が定める処務規定及び財
務規程、金券等取扱要領に基づき、適正に経理事務を行った。
▼　当財団の内部監査、公認会計士による外部監査を導入し、会
計処理などが適切に行われているかを検査した。

▼　「迅速・適切・真摯・平等」で「利用者の立場に立つ」対応を心
掛けた。
▼　意見箱を設置し、日常的に市民の声を聞くことができる環境を
整えた。（令和6年度の意見箱への要望・苦情は0件）
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
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　障がいの有無に
関係なく共に創り
あげる舞台を通し
て、関係団体と協
働しながら障がい
当事者の観劇、参
加機会を創出する
など、子どもたち
が身近に舞台芸
術に親しむ機会を
数多く提供してい
る点は高く評価で
きる。
　今後も関係劇団
等との連携を図り
ながら、施設の設
置目的達成に寄
与する児童劇等
の制作を行うこ
と。

・日常的に施設及び設備に
ついて機能全般の良好な維
持に努め、市民が利用しや
すい施設運営を行うことがで
きた。

・訓練では、劇場内の消防
設備の使用方法や効果的な
避難誘導、消火方法、停電
発生時の施設内の状況確
認、AEDの使用方法を確認
し、不測の事態に備えること
ができた。

修繕内容

オーバースライダー修理 5/28

（4）事業の計
画・実施業務

▽　防災

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修繕、備品管
理、駐車場管理、緑地管理等）
▼　第三者委託により実施する業務については、専門業者に依頼
し、適切な監督と履行検査を行った。
▼　備品管理については、市民の利用に支障がないよう、施設内の
設備や使用機器類の日常点検や清掃等を行った。
▼　敷地内の植木植栽物については、美観の保持、安全面、近隣住
民への配慮等の点から、適切な維持管理を行った。
▼　駐車場内での事故等に十分注意し、利用者以外の進入がないよ
う、車両の監視、誘導等に努めた。
▼　施設・設備等の不備や故障については、速やかに修繕を行った。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上への配慮、
連絡体制確保、保険加入）

▼　防災計画を策定するとともに、利用者及び職員の参加による
防災研修及び訓練を実施した。
　第1回　10/24（参加7名）
　　・消防設備の使用方法の確認
　　・通報・消火・避難誘導の自主訓練
　第2回　3/6（参加7名）
　　・停電発生時の避難誘導・機器操作の自主訓練

▼　AED・救護訓練を実施した。
　10/24（参加7名）
　　・救急対応、AEDの使用方法の確認

ドアクローザー交換修理 8/5

2/26

8/16スチールドアゴム交換業務

工作室扉修繕

▼　利用者の安全確保を第一に優先し、市民サービスの向上を
図った。
▼　維持管理計画の下、日常から点検を行い対応を行った。
▼　保険は管理業務仕様書にある内容を補償するものに加入し不
測の事態に備えた。

▽　児童文化の普及及び子どもの健全育成のための公演・展示会・
講座等の開催に関する業務

貯水槽ボールタップ配管修繕

＜修繕の実施＞

修繕完了日 ・軽微な修繕については、札
幌市の承認を得て実施し
た。

8/22

冷却塔ファンベルト交換業務 8/29

MD/CDプレーヤ修繕業務 2/14

・日常的に施設内外の清掃
に努めていることから、利用
者から「施設が清潔」「子ど
もと安心して利用できる」と
好評をいただいた。

・日常的に、施設利用者に
対しても利用上の注意や安
全確認について留意するよ
う促した。

▼　今期指定管理期間に取り組むテーマとして「文化芸術による社
会的包摂機能の推進」を挙げている。令和6年度は、舞台の創造に
おいて障がいの有無にかかわらず誰もが共に手を携えて取り組む
ことで、多様な人々が暮らす社会で共生する意識を育むことを目指
し各種事業を展開した。障がいの有無に関係なく共に創りあげる舞
台「北のおばけ箱」シリーズ、「パペットアートヴィレッジ」、「手話通
訳付き人形劇公演レギュラー化」を定期的に実施することができ
た。これらの取り組みを本格化させたことで、関係団体・個人とのつ
ながりや協働体制の強化、何より障がい当事者の観劇、参加機会
を創出できたことで、新たな劇場の価値を見出した。
　また、両劇場の根幹である劇団育成や人材発掘についても、子
どもから大人まで幅広い世代に対し、年代別の取り組みを進めた。
市民劇団が文化活動を継続できる環境、それに対応し創作活動を
支える劇場職員の専門性スキルの向上、次世代の担い手の確保
を含む若い世代への育成を続けることで、子ども文化の持続的な
市民への提供につながっている。

・劇場が市民にとって身近で
あり、日常的に利用できる環
境、さまざまな体験の場と
なっている。

・文化芸術活動を通して誰も
が創造者として参加できる
社会の実現に寄与してい
る。こうした取り組みを市民
に広く発信することで、理解
者や支援者の拡大と持続可
能な事業展開につながって
いる。

・これまで実施してきた人材
育成の取り組みや成果が着
目され、外部団体との連携
した事業の企画・実施等へ
広がりをみせている。

　多くの子どもたち
が利用する施設で
あるという施設の
特性を踏まえ、防
災研修・訓練等に
ついて、引き続
き、日頃の備えを
行うこと。

　専門業者への再
委託を含め、施設
全体が良好に維
持管理されてい
る。引き続き、市
民サービスの向上
及び施設の安全
性に配慮した維持
管理を行うこと。

5
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4 374

5

1 100

ステージ数(回) 観客数(人)

人形劇ゼミナール発表会

主な公演事業

やまびこ座　夏の特別公演
国際人形劇交流公演

能登半島地震チャリティイベント
あそびの劇場inやまびこ座

第53回札幌人形劇祭

さっぽろパペットシアタープロジェクト
「北のおばけ箱3」

初心者のための人形劇講座
修了記念公演

642

7 716

3 477

やまびこ座　夏の特別公演

2024やまびこ座夏まつり

札幌国際人形劇フェスティバル海外特
別公演

人形浄瑠璃2024
さっぽろ人形浄瑠璃あしり座
三十周年記念公演

第64回北海道人形劇
フェスティバルinさっぽろ

ぐるーぷえるむの森
三十周年記念公演
30年だよ！全員集GO

85

2 160

6 243

1 112

827

1

3

【公演事業】
▼シリーズ化した3作品目となるプロデュース公演「北のおばけ箱
3」を行った。出演者として、やまびこ座・こぐま座の人材育成事業
から「こぐま座こども人形劇団」、「やまびこ座遊劇舎」、「パペット
ユーススクール」、「パペットカレッジ」に参加する小学生から社会
人までのメンバーの他、令和6年度は新たな出演者として、インク
ルーシブ事業である「パペットアートヴィレッジ」のメンバーも参加し
た。この事業では、小学2年生から19歳までのメンバーが障がいの
ある子もない子も一緒になって活動を行っている。年齢も違い、
ADHD、ダウン症、18トリソミーなど異なる性質を持った子どもたちと
活動を行うには留意すべき点も多いが、これまで築いてきた子ども
たちとの関係性や保護者の理解と協力もあり、生き生きと舞台で活
躍する姿を披露することができた。公演の練習・本番を通して、後
ろにかくれてしまいがちだった子どもの明らかな成長が見られるな
ど、文化芸術活動が持つ力を改めて感じる機会ともなった。子ども
から大人まで出演者の性質を最大限に活かす柔軟な演出、そして
一緒に舞台に立った大学生、高校生たちが、障がいのある子ども
たちを自然と受け入れ牽引してくれたこともあり、皆で舞台を創りあ
げたという達成感、充実感が参加者やスタッフからも感じられた。
▼やまびこ座を拠点に文化活動を行っている「さっぽろ人形浄瑠璃
あしり座」と「ぐるーぷえるむの森」が30周年の節目を迎え記念公
演を実施した。
やまびこ座で開催している人形浄瑠璃講習会の受講生を中心に発
足された「さっぽろ人形浄瑠璃あしり座」は新たなる文化の担い手
として幅広い年齢の方に体験や観劇の機会を提供している。
また、札幌市エルムの森児童会館（母親サークル）から誕生した
「ぐるーぷえるむの森」は、子どもたちの豊かな情操をはぐくむため
に積極的に活動をするモデルケースと成長した。今後もやまびこ座
から育った文化の担い手が活動を継続することで、市民にさらに興
味を持ってもらい、札幌の文化芸術が発展していくよう支援を継続
してしていく。

・劇場が示す「共生社会の
実現」など、未来ビジョン実
現に向け、今後も関係団体
と協働しながら多彩な公演
事業を展開していく。また、
多彩なプログラムを展開して
潜在層を掘り起こし、持続可
能な劇場運営につなげてい
く。

・市民に向け豊かな観劇の
機会を提供し、人形劇、児童
劇、伝統芸能の面白さや魅
力を多くの市民に伝えること
で、地域における文化芸術
の振興に寄与している。

・やまびこ座が長年取り組ん
できた人材育成や公演活動
の成果を広く周知することに
つながっている。

5

3 228

233

6
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（延べ人数）

やまびこ座遊劇舎発表会

劇☆やまびこ座
YOUTH発表会

人形劇フェスティバル
2024年さっぽろ冬の祭典

世界人形劇の日
こども人形劇フェスティバル

舞台手話通訳付人形劇レギュラー公演

25

回数 参加人数

13 153

6

1 170

6404

札幌人形劇祭
受賞記念公演

1 136
パペットカー
こけら落とし公演

1 71

　児童文化の普及
や子どもの健全育
成、担い手の育成
に尽力していると
評価できる。今後
も安定的かつ魅
力的な公演を提
供できるよう、新
規劇団の育成に
関する支援を継続
すること。

・「やまびこ座」「こぐま座」が
文化発信拠点と同時に人材
育成拠点として認知されて
いることは、これまでの実績
と成果である。

・これまで培ってきた人形劇
等における人材育成のノウ
ハウを生かし、若い世代が
指導者として次世代への育
成を担えるよう持続可能な
支援を進めていく。

1 148

2 475

主な事業

初心者のための人形劇講座

人形浄瑠璃講習会

義太夫講習会

経験者のためのパペットアトリエ

やまびこ座指導育成事業
「砂川人形劇創作体験
プログラム」

14 150

219

13 27

【講座事業】
▼市民劇団の育成が、人形劇、児童劇等の持続的な子ども文化
の提供につながっている。令和6年度も各世代に合わせた人形劇、
児童劇、人形浄瑠璃の育成事業を実施し、新たに7劇団が誕生し
た。各種講座、人形劇ゼミナール、人形劇スキルアップ講座の開催
によって、人形劇創作の知識を深めるとともにグループワークを学
ぶ機会となった。講座終了後も劇場の主催事業や自主公演を目標
に活動している。的確な支援を継続して行うことが必要である。
▼札幌の子ども文化を支える人材の育成、公演活動の活性化を目
指すため、経験者を対象にした国際交流ワークショップを実施し
た。チェコ、台湾、日本の技術を互いに学び合い、表現に関わるス
キルアップと舞台芸術に関する知識技能を学ぶ貴重な機会となっ
た。また、次世代の指導者となり得る若手の人材を育成し、札幌の
舞台芸術に係る文化の継承と資質の向上を図った。

17 183

302

7
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1

2

3

4

5

劇☆やまびこ座YOUTH

ざ・にんぎょうじょうるり
ユースクラス

こども舞台体験プログラム
「ふれアート」

人形劇クラブの指導・育成

（延べ人数）

　子どもが人形劇
等の舞台芸術等
に触れるきっかけ
となる体験プログ
ラム事業及び児
童会館と連携した
人形劇指導は、人
形劇の裾野の拡
大において有意
義である。加え
て、指導にあたり
アマチュア人形劇
団の協力を得るこ
とで、劇団側の経
験を積む機会と
なっており、高く評
価できる。

　障がい児との舞
台芸術制作に取り
組み、より多くの
子どもが文化体験
の機会を享受でき
るようにしたことは
評価できる。加え
て、舞台手話通訳
付き人形劇の巡
回公演は、文化芸
術のアクセシビリ
ティ向上に大きく
貢献しており評価
できる。

講座名

やまびこ座遊劇舎

155

29 295

【子どもの舞台表現活動の推進】
▼人形劇の裾野を拡げていくための人材育成事業の一つとし
て、小学生から高校生まで幅広い年代に向け、人形劇、児童
劇、伝統芸能といった文化体験機会を創出した。
▼札幌市内児童会館と連携した人形劇クラブの取り組みは10年
目となり、年々作品の質が向上し、子どもたちの活躍には目を見
張るものがある。令和6年度は札幌市内7館、千歳市1館の児童
会館で人形劇クラブの活動が行われた。劇場スタッフとともにア
マチュア人形劇団の協力を得ることで脚本や演出の面で共に悩
みながら指導に当たっていることの効果は大きい。劇団側にとっ
ても子どもたちと一緒に作品創造に取り組むことで子どもたちの
可能性を肌で感じ新たなやりがいや指導力を積む機会につな
がっている。
▼また、国際人形劇連盟（UNIMA）が定める『世界人形劇の日』
に合わせて『世界人形劇の日 こども人形劇フェスティバル』を実
施し、子どもたちによる10団体による人形劇の連続公演と交流
会を行った。子どもたちの生き生きとした姿や表現の可能性を広
く発信する機会となり、やまびこ座・こぐま座が関わってきた子ど
もたちの成長が表れた舞台となり、観客に感動を与える事業と
なった。

道内聾学校巡回公演、支援
学級・養護学校での特定の
子どもたちへのアプローチを
積極的に実施した。事業を
通して、障がいの有無に関
わらず一人ひとりが個性を
発揮できる場を創り出し、多
様な他者と出会い関わりを
経験することによって、「社
会とのつながり」を創出して
いる。

・SDGsの達成に向け日本で
もさまざまな取組が行われ
ている影響もあり、劇場主催
公演だけでなく、一般公演の
中で字幕付き公演を取り入
れたものが実施されるように
もなってきている。今後は、
新たな協力団体とのつなが
りも含め、障がい当事者や、
共に楽しめる環境を市民に
どう認知させていくか、市民
劇団や観客にも理解が得ら
れるよう働きかけ、劇場の取
り組みの認知度の向上を図
る。より多くの市民、障がい
者に足を運んでもらえる劇
場づくりを目指す。

【ソーシャルインクルージョン（社会的包摂）の機能を有した文化
芸術事業の拡充】
▼令和6年度は、新たに北海道では数少ない舞台手話通訳付き
人形劇の巡回公演を企画し、学校教育現場や新たな団体の協
力を得ることで、聴覚障がいの子どもたちに向けても文化芸術を
鑑賞する機会を拡充した。福祉センターでの開催では、障がい
の有無に関わらず多くの親子が共に観劇する機会となったこと
から、これまでの聴覚障がい者に対する意識や、手話の手法を
含めた鑑賞機会にさまざまな感想が寄せられた。上演する劇
団、アーティスト側においても、舞台手話通訳という演出を含め
人々に文化を届ける意義や豊かな表現方法を追求する機会と
なった。これまで人形劇観劇の機会が少なかった障がい当事者
の方の観劇や参加が増加していることは大きな成果である。
▼パペットアートヴィレッジ（舞台表現プログラム）では、昨年参
加者だった高校生が学校教育を卒業し、今年度は新たにスタッ
フとして事業に関われるように促した。障がい者の中には余暇
の過ごし方を自分で選択していくことが難しく、生活範囲が限定
されてしまう現状がある。取り組む事業が社会とのつながりを創
出する場、普段の生活から一歩を踏み出せるコミュニティとして
存在していくことを目指した。
▼肢体不自由に加え、知的障がいや視覚障がいなど重度の障
がいを持つ子どもたちが対象の観劇・体験ワークショップでは、
視力は弱くても光や音で臨場感のある体験をすることで太鼓や
鈴など楽器を用いて、人形の動作、義太夫の音楽にあわせて一
緒に演奏してもらうなど参加型のプログラムも盛り込み、色々な
個性を持った子どもたちに対応できるよう工夫をして実施した。
障がい者を対象としたワークショップ事業については、まだ知識
も経験も不十分で改善の余地はあるが、これまで行ってきた経
験を活かしたプログラム構成、子どもたちの個性やその時の状
況に合わせた臨機応変な対応など、劇場事業に理解があり協
力をしてくれる劇団やスタッフの力も大きく、子どもたちが楽しく
体験ができるような進め方ができている。
▼これらの事業の実施により、これまで足を運ぶことがなかった
障がいの方々の観劇・参加が多くなったことは成果といえる。障
がいのあるなしに関わらず、子どもたちが豊かな体験活動を通
して色々なことに興味を持ち可能性を拡げられるきっかけとなっ
て欲しい。また、市民のソーシャルインクルージョンの理解を進
めるため、劇団や関係団体と連携し発信力を高めていくことが今
後の課題である。

・劇場が取り組んできた人形
劇の裾野拡大、人材育成の
成果を発揮することができ
た。人形劇に携わる市民の
裾野を拡げることで、これま
で育成してきた人材、アー
ティストによる子どもたちへ
の波及効果が期待でき、途
切れることなく次世代の創造
者、指導者を育んでいくこと
が可能になる。

・市民と共につくる劇場、地
域に根差した劇場運営の観
点から、一定の成果が表れ
ていると捉え今後もこの取り
組みを継続強化していく。

回数 参加人数

6 140

1,050136

17

33 742

8
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▽　劇団育成支援に関する業務

　関係団体等の調
査や情報収集、資
料の公開等、舞台
活動の拡充に取り
組まれており、評
価できる。

　子どもたちに魅
力的な舞台芸術
の鑑賞機会を提
供するためにも、
劇団育成は極め
て重要であること
から、劇団と連携
しながら、育成支
援を継続するこ
と。
　市民ボランティ
アとの協力関係が
構築されており、
共にサービスの向
上に努めているこ
とは評価できる。

・劇団の育成、継続的な自
主活動の支援のため、今後
も支援事業に取り組んでい
く。

・運営協議会、利用者説明
会、利用者アンケート等を実
施し、劇団側に十分な説明
や意見交換を行うことで、施
設の利用と協力体制を強化
することができた。

・調査に協力する中で、やま
びこ座やこぐま座で人形劇
創作活動を行っている劇団
や子どもたちの活躍を、さま
ざまな形で発信することがで
き、両劇場のPRにもつな
がった。

・今後も地域の特性を生かし
て様々な外部団体や関係機
関と協働で事業を展開して
いく。また、地域の文化拠点
として、劇場の機能やノウハ
ウを生かした事業を行い、地
域の子どもたちの健全育成
に役立てていく。

　引き続き、地域
と連携した多くの
行事を通じて、子
どもから大人まで
の多くの市民が劇
場に集い、地域に
開かれた親しみあ
る劇場でありつづ
けること。

▽　子どもに関わる舞台活動の拡充に関する情報収集・調査研究・
立案及び提供に関する業務

▼　関係機関の情報収集を行い、資料の整理を随時行った。市
民からの要望に応じ、情報提供できる体制を整えた。
▼　札幌市内及び北海道内における児童文化関係団体や全国
の公立劇場、児童文化活動の調査に協力し、調査結果を共有し
て分析を行った。広い視野に立った子どものための舞台活動の
研究に努めた。

▼　劇団支援策として「札幌市こどもの劇場支援事業」を実施し
た。各劇団のホール・研修室・美術工作室・会議室利用につい
て、使用料の一部を負担した。
※申請件数251件、利用区分件数756件
・各劇団が劇場を通して交流する機会の提供
　①能登半島地震チャリティイベント（5月）　※こぐま座と共同で
実施
　②中島児童会館75周年記念事業（7月）　※こぐま座と共同で
実施
　③やまびこ座夏の特別公演国際人形劇交流公演（7月）　※
チェコ・台湾・日本
　④やまびこ座夏まつり（8月）
　⑤札幌人形劇祭（11月）※こぐま座と共同で実施
　⑥利用者説明会（12月）
・各劇団による自主的な交流企画事業の実施
　①人形浄瑠璃2024さっぽろ人形浄瑠璃あしり座30周年記念公
演（10月）
　　主催：さっぽろ人形浄瑠璃あしり座
　②第64回北海道人形劇フェスティバル㏌さっぽろ（10月）
　　主催：北海道人形劇協議会
　③ぐるーぷえるむの森30周年記念公演（10月）
　　主催：ぐるーぷえるむの森
　④人形劇フェスティバルさっぽろ冬の祭典（2月）
　　主催：札幌人形劇協議会
・市民ボランティアの募集育成
　①読み語りの会（登録者数9人）
　②ゆび人形ボランティア（登録者数12人）

【社会貢献事業の取組】
▼・東日本大震災以降、さまざまな事業を通してつながってきた
協力団体と連携し、北海道内外で文化芸術活動を支援する「広
域文化支援ネットワーク形成事業」を実施した。令和6年度は
ネットワークを構築するための準備期間として情報収集や関係
づくりを進めた。やまびこ座・こぐま座がセンター的役割を担い、
広域的な関係機関と連携をとりながら、文化活動を通した社会
貢献、文化芸術活動の活性化を達成できるよう今後も取り組み
を進める。
　5月　GW企画あそびの劇場チャリティイベント
　（能登半島地震チャリティイベントの開催）
　8～3月　福島県「高倉人形浄瑠璃座ワークショップ」
　（東日本大震災の被災者に対する文化的支援の一環として実
施してきた人形浄瑠璃ワークショップの一会場として平成29年度
より実施。被災地支援としての役割は一つの役目を終えたが、
伝統芸能を通した地域の文化振興、札幌との文化的交流を目
的とし、継続した活動を支援）
　11～3月　お出かけ人形劇巡回公演
　（貧困やさまざまな家庭の事情により劇場に足を運べない子ど
もたちにも観劇の機会を提供）

【地域との共生および関係機関との連携】
▼劇場の機能やノウハウを生かし、地域に向けてアウトリーチ事
業を行った。人形劇創作ワークショップの依頼を受け、近隣の元
町北小学校、札幌国際大学に劇場職員と市民劇団を派遣した。
▼砂川市NPO法人「ゆう」から人形劇創作指導の依頼を受け、
砂川人形劇創作体験プログラムに講師派遣を行い、人形劇文
化の裾野拡大に取り組んだ。
▼地域の町内会、劇場利用団体等と連携し例年実施している夏
まつりでは、劇場ならではのおばけ屋敷を復活させ大盛況で
あった。
▼劇場の公演活動の充実や劇団支援、地域連携の活性化を目
的とする「事業サポーター制度」を実施し、個人や企業協賛を得
ることができた。

・文化芸術活動を通して社
会の課題にアプローチを
行っていくことは、劇場の一
つの使命でもあり、様々な人
たちが文化芸術を享受し参
加できる機会を提供していく
ことが重要である。やまびこ
座・こぐま座の取り組みとし
て、文化の街・札幌を広くPR
できる発信力につながった。

・子どもたちの健やかな成長
を文化的視点から守り支援
していくため、新たな協力団
体や関係機関とつながり、
ネットワークを拡げていくこと
で個々の力だけでは成し得
ない課題解決や新たな事業
展開につなげる。
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（別紙１）

▽　人形劇等に関する指導、相談業務

▽　その他、設置目的達成に資する業務

▽　利用件数等 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼　公演回数・観客数

▼　室別利用状況 （件）

件数(件)

47.8

ホール

200

48.7

4,784

7,317

上演1回当たりの観客数

202

615

15,069 15,229

75

7,600

・利用者にとって丁寧にかか
わることが制作活動の支援
となっている。今後も劇団に
対し、上演や作品創造に関
するアドバイス、サポートを
していくために指導者、舞台
スタッフの育成に取り組む。

・人材育成事業等の広い
ニーズに臨機応変に対応で
きるよう、さまざまな関係機
関と連携して人材発掘に努
める。

419

75

5,161

40.7

500

R5年度実績 R6年度実績

2,079

23,157

71.5

350

　引き続き、やま
びこ座にしかでき
ない継続性のある
専門的な指導に
取り組むこと。

　ソーシャルインク
ルージョンの視点
を取り入れた事業
を実施し、観劇者
から高い評価を得
たことは評価でき
る。今後も、魅力
的な公演を多く市
民に提供すること
で、児童文化の普
及に努めていくこ
とを期待する。

▼　人形劇の制作のための技術的指導ができる職員を配置し、
日常的に人形劇について、指導、助言ができる体制作りに努め
た。
▼　公演時や稽古時等において、適宜アドバイスを行い、劇団
側と協働してより良い作品づくりを行った。また、初心者のため
の人形劇講座を実施し、より多くの市民が子どもの文化に携わ
り、担い手として育っていけるように環境を整えた。

596

（5）施設利用
に関する業
務

上演回数 201

出演者数

観客数

会議室

研修室

R6年度計画

650

（回・人）

稼働率(％) 69.3 80.0

件数(件) 375 400

22,386 28,000

件数(件)

人数(人）

R5年度実績 R6年度計画 R6年度実績

43.6

稼働率(％)

人数(人）

411

人数(人） 2,056 2,000

稼働率(％)

　上演回数は概ね
計画どおり実施
し、観客数は前年
度と比較して増加
している点は評価
できる。しかし、貸
室利用状況につ
いてホールの稼働
率などが計画を下
回る結果となって
いる。今後とも、市
民サービスの拡充
を図ると

ともに、公演の魅
力の増加や、団体
利用の促進など、
さらなる利用拡大
に努めること。

▼特別事業の実施
①札幌国際人形劇フェスティバル（8月6日～8月7日）
　世界の舞台芸術を発信し、豊かな観劇の機会を提供すること
を目的にオランダで活動するプロの人形劇団を招聘し、公演を
実施した。

②北海道の創作人形劇さっぽろパペットシアタープロジェクト「北
のおばけ箱3」
（やまびこ座・こぐま座共同事業（12月21日～22日）
　やまびこ座・こぐま座の人材育成事業に参加する小学生から
社会人までの人形劇、演劇のメンバーに加え、パペットアート
ヴィレッジに参加する障がいのある子どもたちも出演した。関係
団体の協力や、これまで築いてきた子どもたちとの関係性、保護
者の理解、子どもから大人まで出演者の性質を最大限に生かす
柔軟な演出等があり、観劇に来られた市民から高い評価を得る
ことができた。また、共に舞台を創りあげたという達成感、充実
感が参加者やスタッフからも感じられた。
▼人形劇団派遣交流事業
①砂川人形劇フェスティバル派遣　（3月16日）
▼その他
動画配信　YouTubｅで事業の様子を動画配信した。
①パペットアートヴィレッジおたのしみ新年会　（1月17日）
②世界人形劇の日こども人形劇フェスティバル　（3月20日）

・札幌の子ども文化の可能
性を内外に発信する機会と
し、劇場が担ってきた役割を
市民とともに今一度共有す
る機会となった。

・文化芸術活動を通して社
会課題にアプローチしていく
ことは、劇場の一つの使命
でもあり、今後もさまざまな
人たちが文化芸術を享受し
参加できる機会を提供して
いく。

・市民や社会のニーズに応
えつつ、良質な作品づくりを
行うことで、やまびこ座・こぐ
ま座の取組として、文化の
街・札幌を広くPRしたい。

・利用率は上がっているもの
の、上演一回当たりの観客
数は前年度と同じ結果と
なった。安定した集客を確保
するために市民が再び劇場
へ足を運びたくなるような魅
力的な公演や事業を実施
し、観劇の機運を高めてい
く。

・利用率はほとんどの項目
について前年度より増えて
いた。新型コロナウイルス感
染症の影響で利用率が下
がっていたのが元に戻って
きたことが考えられる。今後
とも市民・劇団ともに利用し
やすい劇場を目指していく。

7,928
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（別紙１）

▽　不承認0件、　取消し0件、　減免0件、　還付0件

▽　利用促進の取組

▽　広報業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　施設ホームページのウェブアクセシビリティの確保

▽　引継ぎ業務

前回指定管理者から継続指定のため、該当事例なし。

２　自主事業その他

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

美術工作室

ロビー等

535

人数(人） 4,930

合計

稼働率(％)

15,101 10,000 18,170人数(人）

1,919

7,000 4,663

550

49,807 55,000 53,056人数(人）

　子どもが児童劇
及び人形劇等の
活動に対して興味
を持つ契機となる
事業である。引き
続き、来館者の
ニーズを取り入れ
ながら、事業展開
を行うこと。

・物品販売業務では、前年
度の売上額を下回った。次
年度は、市民の声からニー
ズを探り、新たな商品開発を
進める。

（6）付随業務

件数(件) 502

58.4 62.2

173 400

　利用者のニーズ
に合わせ、あらゆ
る広報手段を活用
して、積極的に情
報発信をおこなっ
ている。引き続き、
紙媒体、ホーム
ページ、ＳＮＳ、
メール通信それぞ
れの強みを活かし
た情報発信の手
法を検討し、効果
的な広報活動に
努めること。

・施設使用承認などについ
ては、条例に基づき、適正に
処理を行った。

件数(件) 1,884 2,100

▼　主催事業、主催公演の際、他の公演、事業への呼びかけを
行い、宣伝等に努めた。

▽　自主事業

▼　物品販売事業

　市民サービスの一環として、ハンドパペットやオリジナルグッズなどの販売
を各人形劇公演時に実施した。集客の一助やリピーターの確保などにつな
げ、公演の活性化を図った。
　実施期間：令和6年4月1日～令和7年3月31日
　販売商品：
　①ハンドパペット・指人形等：金額 300円～1,200円
　②オリジナルグッズ：金額 50円～500円
【販売実績】
　①ハンドパペット・指人形等：販売個数　131個 86,300円
　②オリジナルグッズ：販売個数　778個　売上額　154,900円
　合計：販売個数　909個　売上額　241,200円

203

・札幌市公式ホームページウェブアクセシビリティの方針に準じ
て、アクセシビリティの維持・向上に努め、ホームページの更新
を行った。

・ウェブアクセシビリティを考
慮し、誰もが利用しやすい
ホームページを作成した。

・広報業務は、劇場の認知
度向上と観客数に直結する
重要なものであるとの認識
のもと、常に情報発信を行っ
た。令和6年度もSNS等を活
用し、公演情報や事業案内
の発信を適宜行った。今後
は案内だけではなく劇場で
の成果も発信していけるよう
な体制を整えていく。

・札幌市内だけではなく、北
海道内の幼稚園や保育園
等からの団体観劇に係る問
い合わせが増えている。今
後の施設利用にもつながる
ことから、案内リーフレットを
作成して、積極的に劇場や
各施設での団体観劇をPRし
ていきたい。

・劇場運営において広報活
動は切っても切り離せられ
ないものである。デジタル化
やSNSが大いに普及する
今、新たな広報戦略を構築
する必要性がある。

▼よりわかりやすいホームページURL（https://koguyama.jp）に
するために独自ドメインを取得している。また、ウェブアクセシビ
リティを考慮し、誰もが利用しやすいホームページを目指して運
営を行った。令和6年度のホームページアクセス数は359,519件
（前年度比117.3%）、月平均29,960件、一日の平均985件であっ
た。
▼公式SNS（Twitter、Facebook、Instagram、X）や無料通信アプ
リLINE公式アカウントを活用し公演・講座情報の発信を積極的
に行い利用者の利便性向上と集客につなげることができた。ア
ンケート結果でも出ているようにSNSによる公演等の市民の情
報取得率は高い。
▼定期的に（年6回）こどもの劇場通信（公演情報、事業案内
等）、MA・SO・BO通信（子ども文化の発信）をこぐま座と共同で
発行し、市内公共施設、関係機関、児童会館等、及びやまびこ
座近隣小学校5校へ配布した。また、公演ごとに来館者へ配布し
た。
▼公演情報を各報道機関等に提供する等、宣伝活動に努めた。
また、チラシ・ポスターを作成し、市民への配布のほか、地下鉄
駅や劇場館内への掲示を行い周知を図った。
▼公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会発行のさっぽろ・
こども情報マガジン「あそぼ」ダイジェスト版（市内全小学生配
布）に、公演情報を毎号掲載した（年3回各9万部発行）。

研修見学 人数(人）
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３　利用者の満足度

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・引き続き、札幌市内の企業
及び福祉施設への配慮を行
う。

▼　飲料販売事業

　劇場に公演観劇に来られる来館者や、稽古や舞台仕込みで利用される劇
団利用者などに対して飲料の清涼飲料水の販売を行い、市民サービスの向
上を図った。
　実施期間：令和6年4月1日～令和7年3月31日
　販売商品：清涼飲料水120円～180円
【販売実績】
　販売本数：清涼飲料水 4,204本
　収入額：42,033円（使用料、電気代相当額）

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

　第三者に対する業務委託、物品の調達などを行うにあたり、札幌市内の企
業などを積極的に活用した。

▽　利用者アンケートの結果

　観客用アンケート、利用者（劇団）アンケート、事業別参加者アン
ケートをそれぞれ作成し、令和6年4月～令和7年3月の期間で実施
した。（※アンケート方法については、来館者にアンケート用紙を配
付し回収した。任意記名方式。）

　アンケート結果を集約し、利用者の意見、要望、苦情、ニーズ等
を把握し、施設設備、業務等の改善に反映させるよう努める。な
お、回収したアンケートについては、札幌市個人情報保護条例に
基づき、取り扱いに十分留意し、保管整理している。

　観客・利用者（劇
団）・事業別参加
者と3種類のアン
ケートを実施して
おり、それぞれの
ニーズを把握し、
よりよい施設運営
に反映させようと
努力しており、評
価出来る。
　アンケートの結
果は、要求水準を
達成しており、観
客、利用者、事業
参加者のほぼ全
てが職員の対応
や事業内容に対し
て満足しているこ
とが分かる。

・飲料販売事業の売上本数
は、来館者数が昨年度より
多くなっていることに比例し
て売上本数が上がった。そ
の結果、前年度の販売本数
を1000本ほど上回ることが
できた。

結果概
要

・全体的に高い評価をいた
だいているが、数字だけ見
るのではなく、なぜそう評価
したのかを汲み取り向き合っ
ていく必要がある。

・職員の対応や説明、サ
ポート等の評価は比較的高
く、すべてのアンケートで4.5
点以上を獲得している。職
員の入れ替わりがある施設
ではあるが、いつ誰が対応
しても親切・丁寧だと思って
もらえるよう今後も1人1人が
意識していけると良い。

　これは指定管理
者の努力の結果
であると考えられ
る。引き続きサー
ビス水準を維持す
るよう努めるととも
に、施設利用者の
意見を把握し、管
理運営に活かすこ
と。

利用者
からの
意見・要
望とその
対応

・観客の要望について、客席
のイスの高さや硬さなど簡
単には変えられない意見も
あるが、混雑が予想される
公演での簡易クロークの設
置など、対応可能な要望を1
つでも多く実現していくこと
で、総合的な満足度の上昇
やリピーターの獲得に繋が
ると考える。

・劇場に来た方からは高い
評価を得ているので、劇場
に来たことがない方にもまず
は一度来場していただきた
い。昨今ではお出かけ先の
候補をSNSで探す家庭も多
いことから、SNSを上手く活
用し、劇場が魅力的な施設
であることをアピールしてい
く。

・一様に満足度は高く、ニー
ズに合致した事業展開と読
み取れる。今後も職員・講師
間での情報共有、検討を行
い、より良い事業実施につ
なげていきたい。

実施方
法

【観客用アンケート】
▼回収枚数は2,272枚で目標（1,200枚）を達成することができた。
▼回答者の年代につき、最多層は21～40代で21.5％であった。昨
年度は41～60代が最も多かったが、21.3％に落ち着いた。次いで
多いのは未就学児（3歳以上）14.5％、小学校低学年13.2％であ
り、この4項目が全体の7割以上を占めることから、ターゲットであ
る幼児・小学校低学年の子どもたちとその家族が足を運んでくれ
ていることが分かる。
▼公演情報の取得方法で10％を超えた項目は、「友人・知人」
（32.1％）、「劇場HP」（19.1％）、「ポスター・チラシ」（15％）、「劇場
通信」（12.3％）の4つであった。「友人・知人」が最も多いのは前年
通りだが、その割合は4％程度増加している。また、「劇場通信」よ
りも「ポスター・チラシ」から情報を得ている人が多いことから、チラ
シの重要性が再確認できた。その他SNS等はどれも2％程度であ
り、まだまだ伸びしろがあると言える。劇場HPや劇場通信を見て来
館する層はもともと劇場を知っている可能性が高いため、劇場の
存在を知らない子育て世代の家庭にも情報が届くよう、SNSを通じ
たアプローチにもより一層力を入れていく必要がある。

【利用者（劇団）アンケート】
▼回収枚数は22枚で目標（20枚）を達成することができた。次年度
も劇団の公演時にアンケートへの協力を呼びかけていく。
▼支援体制（施設の環境、サポート体制）及び、施設サービス（利
用のしやすさ、職員の対応）の項目については引き続き高い評価
を得ることができた。施設の利用申込方法や手続きの仕方につい
ては、5つの項目の中では最も低い数値であるが、前年度の評価
（4.3）を上回りすべての項目で4.5点以上を達成することができた。
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４　収支状況

▽　収支 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

自主事業収入

▽　説明

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持

▼　入場料収入が伸び悩んだ。次年度は、やまびこ座・こぐま座のリピータ
―と応援団を増やす「ヤッホーの会」事業を本格始動させ、観客動員数を増
やすことで、収入増につながる事業を組み立てていく。

▼　文化庁の助成金事業は一部不採択となったが、採択された事業につい
ては、充実した事業を展開することができた。

R6決算 差（決算-計画）

71,345 70,332 ▲ 1,013

0

R6計画

▲ 1,046

45,901

283 33

72,316 70,964 ▲ 1,352

16,187 ▲ 3,707

42 ▲ 26

250

（千円）

6,049

19,894

71,095 70,049

7495,300

項目

収入

指定管理業務収入

指定管理費

指定管理業務支出

支出

その他

利用料金

自主事業支出

収入-支出

利益還元

法人税等

純利益

▼当財団の財務状況等は、各事業実施時において収支のバランス等を常
に把握することで、将来へ向けた安定経営能力は選定時より向上している。

339

▲ 971 ▲ 632 339

0

72,248 70,922 ▲ 1,326

適

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条例及び
暴力団の排除の推進に関する条例への対応

▼　各条例の規定に則り、全て適切に対応した。
▼　情報公開請求はありません。
▼　札幌市行政手続条例に基づき適正に処理を行った。
▼　協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）について、暴力団員
や暴力団関係事業者を相手に契約を行わなかった。

　助成金の一部は
不採択となり、計
画と比較して決算
における収入はマ
イナスとなったが、
予定していた企画
内容の変更や維
持管理費の節約
等の自助努力に
より支出を抑える
ことができている。
次年度以降、収支
の改善を図るなど
一層の努力を期
待する。

▲ 971 ▲ 632

0

00

47,813

【事業別参加者アンケート】
▼主催事業より、実施した講座やワークショップなど11事業につい
てアンケートを実施し、161枚回収した。
▼劇場に親しみを持ち、長く事業に参加してくれている方からは総
合して高い評価をいただいている。初めて劇場の事業に参加してく
れた方からは、実際に参加してみてのギャップなど客観的な評価・
意見をいただいたため、今後の劇場運営に反映していけると良
い。

▼　前年度より貸室の利用率が増加したことにより、利用料金も増加した。
また、利用に伴う支援事業費の支出も増加している。

68

0

1,912

・次年度以降も指定管理業
務に係る収支のバランスを
考慮し、安定的な運営をして
いく。

不適

適 不適
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Ⅲ　総合評価

来年度以降の重点取組事項総合評価

【指定管理者の自己評価】

基本方針
　『豊かな子ども文化に彩られた未来創造のまち・さっぽろ』

　こどもの劇場は、「人形劇、児童劇等の制作及び発表と制作団体
の育成を通じて、青少年の情操のかん養を図り、もってその健全な
育成その他の活動に資すること」（札幌市こども劇場条例）を目的と
して設置された施設である。全国的にも数少ない子どものための専
門劇場として、「子ども文化」を育むことで生み出される人と人のつな
がりにより、こころ豊かな未来を描くことができる、地域の文化拠点を
目指す。
　こどもの劇場において子どもたちが文化芸術に触れることで情操
豊かに育つことに加え、 それを支える市民劇団を育成する中で醸成
される地域コミュニティ創造を目指す事業を積極的に展開する。
市民に寄り添う人材育成を事業の根幹に据え、 舞台創作を支える
専門性に加え、人と人をつなげ導く能力の向上を目指す。「ソーシャ
ルインクルージョン（社会的包摂）」機能を有した事業展開のレベル
アップと収益源の多様化について重点的に戦略立てて進める。

重点取組事項
　令和6年度の課題と照らし合わせながら、下記の5項目を展望に事
業展開を進めていく。

①人材育成事業の継続、それに伴う指導者養成、職員養成の実施
　人材育成事業は根幹であり、劇場運営において最も重要である。
しかしながら、その人材を生み出すための人材（指導者、講師、職
員）の育成が急務であり、若い世代へのチャレンジを促す。

②インクルーシブ事業の更なる事業展開と発信
　市民ニーズが高い事業であることは見えてきた。さらに積極展開を
図っていく。そして「いいだ人形劇フェスタ」派遣など、全国に札幌の
取り組みを発信し、全国レベルの交流や広域的な連携事業につな
げていく。同時に足元にも目を向け、より市民に理解される取り組み
を行う。

③アウトリーチ事業の拡大
　パペットカーを活用した幅広い事業展開。児童会館等との内部連
携事業から外部や広域的連携事業まで、あらゆる関係機関とつな
がり、被災地支援なども視野に事業展開を行う。

④業務改善（管理）に向けた具体的取り組みの整理
　令和７年度は、あらためて業務整理を行い、改善に向けた具体的
な方向性を打ち出す。

⑤外部団体とのネットワークの構築
　人形劇を中心とした子ども文化、舞台芸術関係団体とのネットワー
クのハブ機能として、人形劇の新たな可能性を創りあげる体制を構
築する。

　札幌市こどもの劇場「やまびこ座」は『豊かな子ども文化に彩
られた未来創造のまち・さっぽろ』を基本方針として、令和６年
度も札幌市こども人形劇場「こぐま座」とともに各種事業に取り
組んだ。
　人形劇、児童劇、人形浄瑠璃等を柱とした多様な年齢層への
公演事業や人材育成事業、多様性を重視したインクルーシブ
推進の取り組み、そして舞台芸術を超えたあそびや子ども文化
の発信、地域連携事業といった多角的に事業を展開することが
できた。子どもたちがこの「さっぽろ」という街で、いつでも気軽
に、そして身近に子ども文化に触れることが当たり前となり、想
像力や表現力が豊かに育っていくことが、必ず創造的な街づく
りにつながっていくと信じている。札幌にある２つの劇場がその
役割の一端を担っている責任を都度振り返り、次年度以降につ
なげていく。
▪持続可能な人材育成事業の取り組み
　やまびこ座とこぐま座は文化発信拠点と同時に人材育成拠点
として認知されていることは、これまでの実績と成果の結果であ
る。令和６年度も新たに市民人形劇団が7劇団誕生した。しかし
ながら、育成団体の高齢化や生活スタイルの変化に伴う母親
層の人形劇団の減少など、課題は残る。劇団同士のネットワー
クを今一度強化すると同時に、持続的な創造環境を維持するた
めの安定的な指導者（講師）の確保と職員の専門的スキルの
向上研修を継続していく。
▪文化芸術による社会的包摂機能を推進する事業展開
　今期指定管理の中で大きな柱として位置づけており、年々、
進化し続けている。共生社会の実現ということが国や札幌市の
重点項目として位置付けられたことももちろん大きい。その上
で、文化芸術が持つ効果は、社会的にも認められつつある。障
がいという壁に捉われない障がい児も健常児も、そして国籍や
民族等にも関係なく共に創りあげる舞台を目指した。新作「北
のおばけ箱３」の制作、「パペットアートヴィレッジ」実施、そし
て、令和６年度から「手話通訳付き人形劇公演レギュラー化」を
実施。
　また、支援学級や道内支援学校巡回公演などのアウトリーチ
事業も積極的に展開し、さらに新たな団体等との関係を構築す
ることができ、次年度への期待が高まっている。これまで劇場
に足を運ぶことがなかった障がいの方々が毎週のように観劇
に訪れるなど、効果は少しずつ表れ始めている。今後は、アン
ケートや実際の来館者数値を分析することで市民からの要望
や理解を深めるための発信力を高めていく。
▪安定的な事業運営のための収益確保
　令和６年度は、こぐま座に隣接する中島児童会館75周年もあ
り、連携した事業を数多く実施し、入場料等の収入増が図られ
た。文化庁の「障害者等による文化芸術活動推進事業」が前年
度に引き続き採択され、大幅な委託料の増収につながった。社
会動向に目を向け、「いま」注目される文化的な物事にアンテナ
を張ることで財源確保にもつながっていくことが証明された。
　また、「ヤッホーの会」を試行的に実施し、やまびこ座、こぐま
座のリピーターと応援団を増やす事業を実施。今後は、応援団
を増やすことでの収入増につながる事業スキームを早急に組
み立てていく。
▪広報戦略および施設利用におけるデジタル化
　LINE通信、FacebookなどのSNSを活用した情報発信は、アン
ケート結果からも公演等の市民の情報取得率が高い。SNSで
のリアルタイムな交流は、現在の若い世代や若い親世代にとっ
ては当たり前であり、日常的であるため、今後は公演案内だけ
ではなく、事業案内や劇場への要望など、活用法を広げていく
こともも一つであると考える。
　また、令和６年度、道路工業様から寄付をいただいたパペット
カーの活用方法は期待大である。中島公園のゆきあかり事業
や児童会館との連携事業などでパペットカーでの上演を実施
し、アウトリーチ事業の幅が広がった。やまびこ座とこぐま座を
PRするためにも次年度以降の積極的な事業展開を図ってい
く。
　施設利用については、アンケート結果からも概ね高評価をい
ただいている。しかしながら、現状に甘えず、利用者の利便性
や効率化を狙ったデジタル活用などを今後も模索していく。
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改善指導・指示事項総合評価

【所管局の評価】

　施設の維持管理、貸館業務、事業の実施、自主事業、及び施
設の管理運営については全般的に適切な業務の執行がなされ
ている。
　『豊かな子ども文化に彩られた未来創造のまち・さっぽろ』を基
本方針とし、施設の設置目的（青少年の情操の涵養、健全な育
成）を具体化している。職員全体が一体となって、親しみやすく温
かな雰囲気の劇場づくりに努めている点は高く評価できる。
　また、障がいの有無に関わらない舞台芸術制作のほか、舞台
手話通訳の担い手の育成や、聾学校、支援学級、養護学校への
アウトリーチ事業など共生社会の実現に向け文化芸術からのア
プローチを実施しており、子ども達に寄り添った札幌市の児童文
化の拠点施設として、その普及・促進に継続的に取り組んでいる
と評価できる。

　施設の設置目的を達成するため、今後とも継続的な人材育成と、
若手層の確保に努めること。
　劇場に来ることが叶わない子どもたちへの観劇や体験ワークショッ
プの機会提供のため、パペットカーの活用等によるアウトリーチ事業
の拡充を行うこと。
　また、今後も経費節約に努めるとともに公演事業等の拡充に取り
組むことで安定した管理運営を図ること。
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